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神経生理学 
【科目名】神経生理学 【担当教員】黒瀬 雅之、山村 健介 

(メールアドレス) 

大学取次 nur-edu@nur05.onmicrosoft.com 

(オフィスアワー) 

授業開講日、非常勤控室で対応 

【授業区分】 

専門基礎分野（基礎医学） 

【授業コード】 

2-11-0270-0-1 

【開講時期】1年次 後期 【選択必修】必修 

【単位数】2単位 【コマ数】15コマ 

【注意事項】 

(受講者に関わる情報・履修条件) 

特になし 

(受講のルールに関わる情報・予備知識) 

特になし 

【講義概要】 

（目的）生理学は生命現象のメカニズムを解明する学問であり、その中で神経生理学は特に神経系が関与

する生体機能について学習する。講義では、神経細胞の興奮・情報の伝達・体性特殊感覚系などの基本的

事項を理解し、学習・記憶・意識・情動などの高次脳機能について学ぶ。 

（方法）高次脳機能の遂行の基本となる感覚神経と運動神経回路の存在とその機構を、円滑な遂行のため

の背景にある細胞環境を中心としてパソコンを用いたプレゼンテーションと動画などを交えて授業を展開

する。受講者には、能動的な講義参加を促すように講義プリントを配布し、プリントに必要な項目や図を

記入させる。講義終了後は、講義で用いた動画を WEB 公開することで復習に役立たせる。 

【一般教育目標(GIO)】 

・細胞の特性と細胞内外の環境、膜電位の発生機序、神経細胞の興奮伝導、シナプスでの情報伝達機構、、

体性感覚受容器の特性、特殊感覚受容器の特性などの基本的事項を理解する。 

・学習、記憶、意識、情動などの高次脳機能について学ぶ。 

【行動目標(SBO)】 

・膜電位の発生機序を物理化学的に説明出来る。 

・活動電位の発生と興奮伝導のしくみを説明出来る。 

・シナプスにおける伝達機構を説明出来る。 

・体性感覚受容器の種類と応答特性を説明出来る。 

・特殊感覚受容器の種類と応答特性を説明出来る。 

・運動制御機構における中枢神経系の階層性を説明出来る。 

・大脳皮質をはじめとする高位脳の構造と機能を関連づける。 

【教科書・リザーブドブック】 

 大地 陸男著：「生理学テキスト（第７版）」文光堂、2013 年 

【参考書】 

 小澤 瀞司、福田康一郎著：「標準生理学（第７版）」医学書院 

 

【評価に関わる情報】 

(評価の基準・方法) 

 ・成績評価基準は、本学学則規定の GPA 規定に従う。 

 ・成績評価は、期末試験の結果により評価する。 

 

【達成度評価】 試験 小 テ

スト 

レポート 成 果

発表 

実技 

ポートフォ

リオ 

その他 合計 

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 0 100 点 

評

価

指

標 

取り込む力・知識 80 0 0 0 0 0 0 0 点 

思考・推論・創造の力 20 0 0 0 0 0 0 0 点 

コラボレーションとリーダーシッ

プ 
0 0 0 0 0 0 0 0 点 

発表力 0 0 0 0 0 0 0 0 点 

学修に取り組む姿勢 0 0 0 0 0 0 0 0 点 
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【授業日程と内容】 

回数 講義内容 授業の運営

方法 

学修課題(予習・復習) 時 間

(分) 

1 

細胞の構造と基本機能 

-細胞膜の特性- 

講義 

（担当：黒瀬） 

予習： 

関連する基本生理学の講

義の復習並びに該当する

項目を教科書にて参照す

る。 

 

復習： 

講義中に配布された講義

ノートの重要事項に対す

る知識の再確認。 

 

予習 

30 分 

 

 

復習 

30 分 

2 

細胞の構造と基本機能 

-細胞膜における物質輸送- 

講義 

（担当：黒瀬） 

3 

活動電位の発生 

-膜電位の変化をもたらす細胞内外環境- 

講義 

（担当：黒瀬） 

4 

活動電位の発生 

-膜電位の変化をもたらす 3つのステージ- 

講義 

（担当：黒瀬） 

5 

情報伝達機構 

-神経線維における情報伝達- 

講義 

（担当：黒瀬） 

6 

情報伝達機構 

-シナプスにおける情報伝達- 

講義 

（担当：黒瀬） 

7 

感覚総論 

-感覚の種類とウェーバーの法則- 

講義 

（担当：黒瀬） 

8 

特殊感覚受容機構 

-聴覚受容器・嗅覚受容器- 

講義 

（担当：黒瀬） 

9 

体性感覚受容機構 

-触圧感覚受容器・温度受容器- 

講義 

（担当：黒瀬） 

10 

体性感覚受容機構 

-固有感覚受容器・筋紡錘- 

講義 

（担当：黒瀬） 

11 

特殊感覚受容機構 

-視覚受容器- 

講義 

（担当：黒瀬） 

12 

大脳皮質の運動制御機構 

 

講義 

（担当：山村） 

13 

脳幹・小脳・大脳基底核の運動制御機構 

 

講義 

（担当：山村） 

14 

大脳の高次脳機能 

 

講義 

（担当：山村） 

15 

学習と記憶、覚醒と睡眠 

 

講義 

（担当：山村） 

※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 

※学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の3倍)に含むべき時間を示します。 




